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将来見通しに関する注意事項将来見通しに関する注意事項


 

本資料において提供される情報は、いわゆる「見通し情報」を含みます。その情報は、現時点におい

 て入手可能な情報から予測した見込み、リスクを伴う想定、実質的に異なる結果を招き得る不確

 実性に基づくものです。



 

それらリスクや不確実性には、一般的な業界ならびに市場の状況、金利や為替レートの変動といっ

 た一般的な国内および国際的な経済状況が含まれます。

 リスクや不確実性は、特に既存および開発中の製品に関連した見通し情報に存在します。それらに

 は、臨床試験の完了ならびに中止、規制当局からの承認取得、製品の安全性ならびに効果に関す

 るクレームや懸念の発生、技術の進歩、重大な訴訟における不利な判決、国内外各国の保健関連

 制度の改革や法規制などが含まれますが、これらに限定されるものではありません。

 また、既存製品に関しては、製造およびマーケティングのリスクがあり、需要を満たす能力を欠く状

 況、原材料の入手困難、他社との競合などが含まれますが、これらに限定されるものではありませ

 ん。



 

新しい情報、将来の出来事もしくはその他の事項より、見通し情報に更新もしくは改正が望ましい

 場合であっても、それを行う意図を有するものではなく、義務を負うものではありません。



 

本資料には、医薬品（開発中の製品を含む）に関する情報が含まれておりますが、その内容は宣伝

 広告、医学的アドバイスを目的としているものではありません。
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平成平成2121年度年度
 

第第33四半期決算の概要四半期決算の概要
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経営成績（連結・単体）経営成績（連結・単体）

平成21年度

 
第3四半期決算

（単位：億円）

＜連結＞ 21年度 21年4-12月 対 予 測 20年4-12月 対前年

予  測 実  績 進捗率% 実  績 UP率% 増　減

売 上 高 2,800 2,064 73.7 1,648 25.2 416

営 業 利 益 600 350 58.4 229 52.6 121

経 常 利 益 580 333 57.6 234 42.6 99

四 半 期 純 利 益 350 255 73.0 108 135.3 147

＜単体＞ 21年度 21年4-12月 対 予 測 20年4-12月 対前年

予  測 実  績 進捗率% 実  績 UP率% 増　減

売 上 高 2,255 1,694 75.1 1,569 7.9 125

営 業 利 益 515 324 63.0 291 11.3 33

経 常 利 益 515 324 63.0 311 4.2 13

四 半 期 純 利 益 320 248 77.7 196 26.6 52
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財政状態およびキャッシュフローの状況（連結）財政状態およびキャッシュフローの状況（連結）
(単位：億円)

＜財政状態＞ 21年12月期 21年3月期

実  績 実  績 　 増　減

総 資 産 5,237 5,018 219

純 資 産 3,240 3,100 140

自 己 資 本 比 率 61.8% 61.7% + 0.1%

1 株 当 り 純 資 産 966円 924円 42円

＜キャッシュ・フローの状況＞ 21年4‐12月 20年4‐12月
実  績 実  績 　 増　減

営 業 活 動 に よ る C ／ F 325 203 122

投 資 活 動 に よ る C ／ F △ 76 △ 1,407 1,331

財 務 活 動 に よ る C ／ F 13 1,004 △ 991

計 254 △ 202 456

現 金 等 期 末 残 高 769 473 -

平成21年度

 
第3四半期決算
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（単位：億円）

21年度 21年4-12月 対 予 測 20年4-12月 対 前 年
　 予　測 実　績 進捗率% 実　績 UP率% 増　減

医療用医薬品 1,555 1,171 75.3 1,166 0.5 5
フロモックス 240 192 79.9 209 △ 8.2 △ 17
クレストール 230 184 80.2 132 40.2 52
リンデロン等外用 95 75 78.7 76 △ 2.1 △ 1
フルマリン 90 70 77.5 82 △ 14.8 △ 12
オキシコンチン 88 67 76.5 63 6.3 4
クラリチン 97 55 56.4 53 3.5 2
塩酸バンコマイシン 65 49 75.6 64 △ 23.3 △ 15
イムネース 46 37 80.0 48 △ 23.6 △ 11
フィニバックス 40 26 64.1 22 15.8 4
イルベタン 35 25 70.3 11 134.0 14
ディフェリン 28 16 58.4 7 148.6 9
ピレスパ 17 11 61.9 0.4 - 11
アベロックス 13 8 64.3 12 △ 30.8 △ 4

輸出・海外事業 543 365 67.3 69 426.7 296
シオノギファーマ 430 283 65.8 - - 283
ドリペネム 50 42 83.3 26 59.9 16

製造受託 64 53 82.9 46 15.7 7

一般用医薬品 50 43 85.5 42 1.6 1

診断薬 30 21 73.1 25 △ 13.0 △ 4

ロイヤリティー収入 520 378 72.7 276 37.1 102

クレストール 495 357 72.2 259 38.0 98

不動産賃貸・その他 38 31 82.4 24 29.4 7

合計 2,800 2,064 73.7 1,648 25.2 416

セグメント別売上高（連結）セグメント別売上高（連結）

平成21年度

 
第3四半期決算
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(単位：億円)

21年度 21年4-12月 対 予 測 20年4-12月 対 前 年
予　　測 実　　績 進捗率% 実　　績 UP率% 増　減

売  上  高 2,800 2,064 73.7 1,648 25.2 416
 （ロイヤリティー） ( 520) ( 378) ( 72.7) ( 276) ( 37.1) ( 102)

 26.4  27.7  31.6
(32.5) (33.9) (38.0)

売  上  原  価 740 571 77.2 521 9.5 50
売 上 総 利 益 2,060 1,493 72.5 1,127 32.5 366

 52.1  55.4  54.4

販売費・一般管理費 1,460 1,142 78.3 897 27.3 245
販 売 ・ 管 理 費 960 738 76.9 499 48.0 239
研 究 開 発 費 500 404 80.9 398 1.5 6

 21.4  17.0  13.9

営  業  利  益 600 350 58.4 229 52.6 121

営業利益（連結）営業利益（連結）

平成21年度

 
第3四半期決算
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平成平成2121年度年度
 

業績予測業績予測
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平成平成2121年度年度
 

業績予測（連結・単体）業績予測（連結・単体）

（単位：億円）

＜連結＞ 21年度 20年度 対前年

予  測 実  績 UP率% 増　減

売 上 高 2,800 2,275 23.1 525

営 業 利 益 600 320 87.4 280

経 常 利 益 580 320 81.2 260

当 期 純 利 益 350 156 123.5 194

＜単体＞ 21年度 20年度 対前年

予  測 実  績 UP率% 増　減

売 上 高 2,255 2,067 9.1 188

営 業 利 益 515 362 42.1 153

経 常 利 益 515 379 35.8 136

当 期 純 利 益 320 238 34.1 82

平成21年度

 
業績予測
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パイプラインの状況パイプラインの状況
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開発ステージの進展開発ステージの進展


 

ラピアクタ

 
（ペラミビル）

（ノイラミニダーゼ阻害薬，インフルエンザウイルス感染症）


 
2010年１月

 
発売（成人）、申請準備中（小児）


 

サインバルタ®® （デュロキセチン）

 
（SNRI，うつ病）



 
2010年１月

 
承認


 

S-2367

 
（NPY Y5受容体アンタゴニスト，肥満症）



 
国内でPh IIa

 
開始


 

S-444823

 
（CB受容体アゴニスト、アトピー性皮膚炎）



 
国内でPh IIa

 
開始


 

S-888711 （低分子TPOミメティクス（経口），血小板減少症）


 
米国でPh II 開始


 

S-234462 （NPY Y5受容体アンタゴニスト，肥満症）


 
米国でPh I 開始

SNRI: 選択的セロトニン・ノルアドレナリン再取り込み阻害薬、NPY：ニューロペプチドY、

 
CB受容体：カンナビノイド受容体、TPO：トロンボポエチン

パイプラインの状況

 
（第2四半期決算発表時

 
以降）


 

S-707106

 
（インスリン抵抗性改善薬、2型糖尿病）



 
米国でPh I準備中

開発品の追加開発品の追加
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新発売新発売: : ラピアクタラピアクタ
 

（インフルエンザウイルス感染症）（インフルエンザウイルス感染症）


 
発売日

 
1月27日（水）



 
薬価

 
バッグ300mg

 
5,792円

 
/ バイアル150mg

 
3,117円



 
特徴



 
点滴静注

 
⇒

 
確実に血中へ移行し、安定した有効性が期待できる。



 
成人における通常のインフルエンザウイルス感染：単回投与

 ハイリスク因子を有する患者：単回投与、反復投与



 
小児適応

 
臨床試験を終了

 
09年度内に申請予定

トピックス

承認取得承認取得: : サインバルタサインバルタ®® （うつ病）（うつ病）



 
製造販売承認日

 
1月20日（水）



 
イーライリリー社（米国）より導入

 
日本イーライリリー社との共同販売



 
SNRI：セロトニン・ノルアドレナリン再取り込み阻害剤



 
95カ国で承認、約1800万人に処方



 
2008年約27億ドルのグローバルセールス



 
薬価収載後速やかに発売予定
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S-013420
(細菌感染症)

クラリチンⓇ

ドライシロップ
(アレルギー性疾患)

デュロキセチン
(DNP)

S-2367
(肥満)

イルベタンⓇ

(高血圧症)

NS75B
(前立腺肥大)

上市

(2010年１月承認)

RTI: 呼吸器感染症、ACS: 急性冠動脈症候群、
DNP: 糖尿病性神経因性疼痛

ドリペネム
(US/EU)

感染症感染症

疼痛疼痛

MSMS

重点３領域重点３領域 フィニバックスⓇ

(細菌感染症：小児)

セトロタイドⓇ

(不妊症)

ディフェリンⓇ

(にきび)

ピレスパⓇ

(特発性肺線維症)

サインバルタⓇ

(うつ)

ドリペネム
(US RTI)

アレルギーアレルギー

フロンティア領域フロンティア領域

その他その他

オキノームⓇ

(がん疼痛)

Ph IIa Ph IIb Ph III 申請

ラピアクタ
(ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ：成人)

S-888711
(血小板減少症)

S-0139
(脳血管障害)

S-555739
(アレルギー性鼻炎)

S-265744/S-247303
(HIV)

自社品グローバル開発品

S-0373
(脊髄小脳変性症)

S-3013
(ACS)

フィニバックスⓇ

(用法・用量追加)

アベロックスⓇ

(細菌感染症)

クレストールⓇ

(高脂血症)

S-811717
(オキシコドン注)

S-288310
(がんワクチン)

（膀胱がん）

S-444823
(アトピー性皮膚炎)

S-297995
(オピオイド副作用緩和薬)

導出品 導入品共同開発品

フロモックスⓇ細粒
(成人へ適応拡大)

フィニバックスⓇ

(細菌感染症)

フロモックスⓇ

(新小児用細粒製剤)

パイプラインの状況

 
（2010年2月現在）

S-349572
(HIV)

Ph I

S-2367
(国内：肥満)

ラピアクタ

 
(ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ：小児)

S-222611
(悪性腫瘍)

(2010年１月発売)

S-234462
(肥満)
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シオノギファーマパイプラインの開発段階の進展シオノギファーマパイプラインの開発段階の進展


 

AdrenaclickTM

 
（エピネフリン）


 

自己注射用エピネフリン：
 

アナフィラキシー


 

2010年１月発売


 

Pravastatin/Fenofibrate （プラバスタチン/フェノフィブラート合剤）


 

HMG還元酵素阻害薬/脂質異常改善薬

：
 

脂質異常症および高トリグリセライド血症


 

2009年11月申請


 

ADX415 


 
選択的α2受容体アゴニスト：高血圧


 

2010年下期Ph II開始予定

シオノギファーマのR&D （第2四半期決算発表時

 
以降）
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一般名/適応 Ph I Ph II Ph III 申請 上市

(レパグリニド/塩酸メトフォルミン)

(選択的α2受容体
アゴニスト)

(塩酸クロニジン)

(ベンジルアルコール) 

(グリコピロレート)

(塩酸クロニジン)

(ビタミン，ミネラル，

 

DHA，メタフォリン)

(リドカイン/プリロカイン)

PrandiMet
®

2型糖尿病

UlesfiaTM

頭じらみ

Prenate DHA
®

妊婦用ビタミン

Jenloga

 

XR
高血圧

Glycopyrrolate
流涎症

(自己注射用エピネフリン)AdrenaclickTM

アナフィラキシー

PSD502
早漏

Clonidine HCL
ADHD

ADX415
高血圧

循環・代謝

糖尿病

小児

婦人科

シオノギファーマシオノギファーマのパイプラインのパイプライン

(2009年1月発売)

 

(2009年1月発売)

(2009年4月発売)

 

(2009年4月発売)

(2009年7月発売)

 

(2009年7月発売)

(プラバスタチン/フェノフィブラート)
Pravastatin/Fenofibrate

脂質異常症

(2009年9月申請)

 

(2009年9月申請)

(2009年10月申請)

 

(2009年10月申請)

(Ph III 終了)

 

(Ph III 終了)

(Ph III 終了)

 

(Ph III 終了)

シオノギファーマのR&D （2010年2月現在）

(2010年1月発売)

 

(2010年1月発売)

(2009年11月申請)

 

(2009年11月申請)
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子会社の社名変更子会社の社名変更


 

該当子会社の新商号（括弧内は旧商号）


 

Shionogi Pharma, Inc.  (Sciele Pharma, Inc.)


 

Shionogi Pharma

 
Sales, Inc.  (Sciele Pharma Sales, Inc.)


 

Shionogi Ireland Ltd.  (Sciele Pharma Ireland Ltd.)

トピックス


 

変更日
 

平成22年1月11日（米国東部標準時）


 

変更理由


 

グローバルな経営基盤構築の加速


 

シオノギグループとしての一体感の向上


 

米国市場における「シオノギ」のプレゼンスの拡大、強化
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